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　皆様もご存じの通り、この1年間はグローバル

にとても大きな変化がありました。ロシア・ウ

クライナ戦争やガザ・イスラエル紛争は継続し

ていますが、日本では中国との関係悪化があり

ました。この数年来の尖閣問題がくすぶる中で、

高市早苗総理大臣の台湾問題を巡る「存立危機

発言」に対する中国側の強い反応、米国による

ベネズエラやイランへの攻撃、それに伴う日本

への直接・間接的な影響が今も進んでいます。

　これらの大きな変化の中で、特に中国からの

双方向の人流が医療・医学の分野でも著しく停

留しました。また、海外のインフレ―ションお

よび円安に伴う、海外活動コストの増大もあり、

これらは、国際医療部（iMed）の3センター、つ

まり海外交流センター（OVEX）、アジア遠隔医

療開発センター（TEMDEC）、国際診療支援セン

ター（IPAC）活動のいずれもが大きな影響を受

けることとなりました。本当に一寸先は闇、と

いうことを実感します。

　では、iMedの活動は縮小するべきか、という

と全く逆だと考えています。このような時代の

変化の根本的な原因と全体的な流れを考えつつ、

未来を戦略的に見据えて方向性を柔軟に調整す

るべきでしょう。連携先/国は固定しすぎず、広

い視野を持って、状況に応じて連携の強弱を変
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化させる、というのはレアアース等の資源の一

極集中からの離脱にも似ています。特に九州大

学病院はiMedの持つ強みを生かして、OVEX、

TEMDEC、IPACが有機的に連携し、新しい化学

反応を生み出すこともできるでしょう。さらに

は、九州大学全体が、アジアに近い地の利から

様々な国際活動を推進していますので、それら

との連携を進め、オール九州大学としてより効

果的な活動につなげることができることも有利

な点だと思います。

　新しい時代への推進を担当すべき大学組織の

一部でもあるiMedの役割として、単なる国際活

動の蓄積ということに限らず、様々な外的な変

化をも利用して、新規

のイノベーションを創

出することがあると信

じています。iMedはこ

れまでもその成果を発

信してきましたが、さ

らにこれから5年、10

年後にいかに変化でき

るか、が楽しみです。
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九州大学病院では、海外居住の患者に対し、現地の病院

のレポートや画像データをもとに、医師がオンラインで

意見を述べる遠隔医療相談を実施している。5月には、イ

ギリス人男性より胃癌多発肝転移に対する治療方針につ

いて相談があり、当院医師が欧州臨床腫瘍学会（ESMO）

のガイドラインを共有しつつ、患者の病態に沿って全身

化学療法の流れを詳細に説明した。2025年度は、イスラ

エル、中国、アメリカ等から合計7件の相談があった。
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2018年度より実施している国際協力機構（JICA）日系社

会研修員受入事業「早期胃癌の内視鏡診断と治療」にお

いて、2025年度はアルゼンチンとブラジルより内視鏡医2

名を受入れた。研修員は診療の見学、シミュレーターや

ブタ切除胃を用いた実習を通じ、早期消化管癌の治療技

術とコツを習得した。週末には各自のルーツの地を訪れ

親族と交流する機会もあり、中南米の日系コミュニティ

への理解を深めた。
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第24回 ロシアとの内視鏡テレカンファレンスは、ヤロス

ラブリ内視鏡シンポジウム2025の一枠として開催された。

シンポジウムでは350人以上が参加し、ロシアから15名以

上、日本・中国・スイス・スペインから13名の専門家に

　PHCシステムは、バングラデシュの グラミン・コ

ミュニケーションズと九州大学との共同開発により誕

生しました。近年、PHCシステムのMCHモジュールは、

妊産婦死亡率および乳児死亡率が依然として高い低中

所得国において、妊娠期から産後期の継続的なケア

（ANCおよびPNC）を確保する有効な手段として、注

目を集めています。PHCシステムはモジュール型設計

を採用しており、携帯型超音波装置、ドップラー機器、

乳児用体重計などのMCH関連機器を基本プラット

フォームに追加することで、PHCアプリケーションを

柔軟にカスタマイズし、包括的なMCHシステムへと拡

張することが可能です。

　PHCプロジェクトにおける最初のMCHプロジェクト

は、2019年にバングラデシュの農村地域で開始され、

その後の取り組みの基盤となりました。2023年には

NPO法人ロシナンテスとの協働で、ザンビアにおける

新たなMCHプロジェクトへとつながり、パイロット事

業を実施しました。この成果を踏まえ、現在はザンビ

アのEden大学と連携し次のフェーズを進めています。 

　最近の動向として、2025年8月に横浜で開催された

アフリカ開発会議（TICAD9）の期間中に、「ポータブル・

ヘルス・クリニック(PHC)によるアフリカ での母子保

健管理の飛躍」シンポジウムをロシナンテス、長崎大

学、大阪大学と共に開催しました。本シンポジウムに

は、九州大学総長の石橋 達朗氏、元外務大臣の上川 

陽子氏、および元厚生労働大臣の武見 敬三氏をはじ

めとする著名な来賓が出席しました。さらに、エジプ

ト保健・人口副大臣、スーダンおよびザンビアの駐日

大使などのハイレベルな代表者も特別ゲストとして参

加しました。その後、九州大学とスーダンは、同国に

おけるPHCサービスの拡大を推進するための基本合意

書を締結しました。さらに、2025年10月には、国連人

口基金の支援を受けて、スーダンにおいてもMCHプロ

ジェクトが開始され、現在パイロットプログラムが進

行しています。このスーダンのプロジェクトでは、ロ

シナンテスとAlzaiem Alazhari大学が現地実施パート

ナーを務めています。 

　これらの取り組みはOVEX活動の一環として実施し

ており、情報技術を活用して開発途上国の農村地域に

おける医療サービスへのアクセス拡大を目指していま

す。現在、私たちの研究チームはエジプトにおいて農

村コミュニティレベルでのサービス拡大を目指し、同

国の4つの大学および保健・人口省と連携して活動を

進めています。 

Portable Health Clinic(PHC)�������½¾¿
ÇÈ��(MCH)����«¬®É�Ê§

よるデモンストレーションが行われた。慢性胃炎と関連

病変の2件のライブデモが披露され、海外から参加の専門

家と議論した。ライブ配信はヤロスラブリ地域癌病院の

内視鏡部門から行われた。 
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本学会の主なトピックは感染症やワクチンであるが、海

外からの観光客増加に伴う未収金や国際搬送の事例、外

国人在留資格の変更、日本の医療保険の不正利用等、九

州大学病院が抱える課題に直結する内容の講演が多く

あった。医療インバウンドや在留外国人患者を積極的に

受け入れようとするクリニックと、紹介を受ける高次病

院側、それぞれの意見に相違がみられ、外国人医療に対

する視点や考え方は、医療従事者の間でも多岐にわたっ

ていた。

APAN60の医療ワーキンググループでは内視鏡、外科、眼

科、医学教育、医療とAI、感染症など合計17セッションが

Ä 29 ÅÆÇÈÉ��Ê���ÊËÌ

Ä 60 Å��
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九州大学病院で研修を受けた日本モンゴル病院の医師か

らの要望を受け、帰国後の超音波内視鏡検査（EUS）実

施時における遠隔指導の実現可能性について、九州大学

Û��¶«£�ÜÝÞß�àáâ

TEMDECは、日本学術振興会（JSPS） 外国人招へい研究

者事業における採択を受け、オーストラリアのクイーン

ズ ラ ン ド 大 学 オ ン ラ イ ン ヘ ル ス セ ン タ ー Sisira 

Edirippulige 准教授を迎えた。「わが国の医学教育におけ

JICA2025年度インド国タミル･ナド州非感染性疾患対策プ

ロジェクト「消化器がん治療にかかる能力強化研修」に

おいて国際開発センター（IDCJ）より委託を受け、腫瘍

外科医2名、消化器外科医2名が九州大学病院の臨床・腫

¡�ã¬®�¯°��
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瘍外科にて研修を行った。ロボット支援手術や腹腔鏡手

術の見学、ミニレクチャーや症例検討を通して消化器が

ん治療に対する知識を深めた。 

アゼルバイジャン、アルメニア、カザフスタン、ウズベ

キスタン、トルクメニスタン、キルギス、タジキスタン

から8名を招へいし、JICA国別研修「早期胃癌の内視鏡診

断と治療」を実施した。研修員は内視鏡検査の重要性を

äå�
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病院医師と検討を行った。TEMDECで以前、技術研修を

受けた現地のエンジニアと連携し、第1回目の遠隔指導を

行った。今回の遠隔指導を通じて得られた知見や課題を

今後の取り組みに活用する。

る情報・科学技術を活かす能力と資質に関するニーズ調

査」について、2か月間に渡ってスコーピングレビューと

質的研究を実施し、非常に有意義な機会となった。 

11 � ë�ì§¤�íîï¹º»«¡ª

理解すると共に、消化器癌の早期発見、診断および治療

に関する知識を深めた。数年にわたる本事業の実施によ

り、参加各国間の連携が促進され、遠隔医療を含む継続

的教育体制の基盤となる人的ネットワークが構築された。 

ハイブリッドで開催された。16カ国から74件のプレゼン

テーションが行われ、19カ国、合計588名が参加した。
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オリンパス株式会社が受託しているJIHS医療技術等国際

展開推進事業の活動の一環としてケニア・日本間での遠

隔会議を実施した。2025年度の活動を振り返り、両国医

師が胃・食道癌や、希少な胃梅毒について症例検討を行っ

APAN61の医療ワーキンググループでは内視鏡、外科、眼

科、病理、地域医療、医学教育、歯科、 生成AIなど合計19セッ

2025年度プロジェクトの最終報告を実施した。神経内科

と連携し、パーキンソン病患者の歩行に関する課題につ

いて、学生が考案した靴、二本杖、アプリ、歩行器など

のプロトタイプが提案された。今年度は患者を対象とし

た実証も行われ、より現実に即した完成度の高いプロト

12月6日、本学会を九州大学医学部百年講堂で開催した。

中島直樹大会長のもと357名が参加し、多文化共生社会に

おける国際医療をテーマに、医師・看護師・医療通訳・事

務職など多職種が、インバウンド/アウトバウンド、未収金、

森山智彦副部長は、遠隔医療教育を含めた今後のさらな

る協働について話し合うため、トルコを訪問した。また、

トルクメニスタンでは、国内の様々な都市から集まった

約30名の内視鏡医を対象として、豚の胃と食道を用いた内

ションがオンラインで開催された。15カ国から79件のプレ

ゼンテーションが行われ、17カ国、合計705名が参加した。

視鏡的粘膜下層剥離術 (ESD) ハンズオントレーニングを

行った。トルクメニスタンでのトレーニングの様子はト

ルクメニスタン保健省などのウェブサイトに掲載された。

タイプが制作された。神経内科、リハビリテーション部

やARO次世代医療センター、医療施設の医療スタッフや

研究者から評価をいただき、有意義な機会となった。 
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た。最後に九州大学病院で研修を受けたケニア人医師か

ら研修内容とその成果についてケニア国内の関係者に報

告を行った。本会議に先立ち、来日中のケニア人医師が

トレーニングを受ける様子をメディアに公開した。

皆保険制度、精神科通訳、デジタルヘルス、グローバルヘ

ルス関連学会の理事長対談を通して、医療現場で直面する

課題や、受け入れ体制の在り方を共有するとともに、多様

な立場から今後の連携と実践の糸口を探った。
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モンゴル国立医科学大学モンゴル日本病院との長年にわたる

交流を背景に、2025年度は内視鏡医3名と放射線医1名を受入

れて研修を実施した。消化器疾患診療における人材育成や

チーム医療の重要性が現地において認識されていることがわ

かり、これまでの遠隔医療教育や協働プロジェクトの成果を

再確認できた。九州大学とモンゴル国立医科学大学は2024年

より協定を締結しており、他分野を含めた更なる交流が期待

される。

薬学研究院Jose Caaveiro教授が担当し、「第9回 医系地区国

際化フォーラム」が実施された。九州大学病院、医学研究院、

今回のカンファレンスでは近畿大学と大阪国際がんセンター

から、それぞれ大変興味深い形態を呈した貴重な症例が提示

された。いずれの症例も、美麗な内視鏡写真を基に、参加者

から多くの意見が出て、充実した討論がなされた。参加者全

研修 

28 カ国 43 施設

計 71 名

病院見学

 8 回

技術指導 / 施設訪問 

10 カ国 29 施設 

計 35 名 

25 名

 3 名

  1 名 

3 名     

3 名  
医 師

歯 科 医 師

臨床工学技士

技 術 者

事 務

本邦研修　では、フィリピンの医師を2回にわたり受け

入れ（研修者8名・管理者6名）、内視鏡診断および腹腔

鏡手術に関する最新の知識と技術の習得を目的とした臨

床見学および実習を実施した。手術見学、シミュレーショ

現地研修　では、専門医をフィリピンへ派遣し、内視鏡

および腹腔鏡手術の技術指導を行った。術前カンファレ

ンス、ライブ手術、シミュレーション教育を通じて実践

九州大学病院教職員の英語コ

ミュニケーション能力向上を

目的に、半年の講習を行った。 

スピーキングクラスを中心

に、TOEICクラス、部署別ク

ラスを設け、90名が受講した。 

70 名 

  1 名 

医師

技術者

計 56 名
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ン教育、症例検討を通じて実践的理解を深めると共に、

日本の医療システムやチーム医療の概念についても学習

した。これにより、帰国後の診療への応用が促進された。

本事業は、JIHS国際医療技術等展開推進事業の一環と

して実施され、日本の高度ながん診断・治療技術を基

盤に、早期診断システムの構築と人材育成を目的とし

的な技術移転を推進し、現地医師による手術実施体制の

構築を支援した。また、症例検討会や遠隔教育を併用し、

継続的な教育体制の確立と医療の質向上に寄与した。 
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ている。内視鏡診断・治療、腹腔鏡手術、遠隔医療教

育を組み合わせることで、持続可能な医療体制の確立

と医療水準の向上に貢献することを目指している。 

薬学研究院、保健学部門、歯学研究院の国際化担当者が、こ

の1年間のそれぞれの国際化に向けた取り組みを発表した。 

員が、正しい診断に到達することよりも、細かな内視鏡所見

を拾い上げて正しく評価し、全員で意見を出し合うことの重

要性を認識できた、とても素晴らしい症例検討会となった。 
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パンデミックや学び方の多様化により、動画を使った医

療者教育・研修が行われるようになったが、一般的な二

次元の動画では伝えられる情報に限界があった。この点、

カメラ位置から全方向の映像を記録し、視聴者が自由に

視点を変えられる360度動画の活用が期待される。

TEMDECでは、360度映像を用いた医療教材の開発を試み

ている。一例として手術室看護教材（写真左下）がある。

手術室で看護師は医師・医療器材の位置と動きを理解し、

迅速かつスムーズに器材出しを行う必要がある。しかし

それらの配置や動作は手術室のレイアウトや術式によっ

て異なるうえ、既存の教材は写真や文章によるものが主

であるため、看護学生や若手看護師にとってスキルを習

4 ²s� JMIP tu

Ì¬��Í�ÎÏ¿�Ð YouTube ÑÒ�Ó

�ÔÕÖ×ØÙ�Ú��ÎÛ¿ÜÝÞß�àá

¡!�¶æ�&�vGw±�â��ãäå¸

����xÌ¤��������
� (IPAC) �*�)(

九州大学病院は、厚生労働

省の事業に基づく JMIP（外

国人患者受入れ医療機関認

証制度）について、2017 年

に全国で 2 番目となる認証

を受けて以降、3 年毎に更

新審査を受けている。2025

年 12 月 更 新 審 査 を 受 審、

2026 年 3 月に 4 回目となる

認証を取得した。本認証の

更新を、外国人患者を安全

2024年度に配信を開始したイスラム教、ヒンドゥー教に

続き、九州大学病院の外国人患者層のうち最も割合の高

いキリスト教について調査を行い、

医療従事者向けの動画を作成した。

2025年11月 よ り 九 州 大 学 病 院 公 式

YouTubeチャンネルにて公開してい

る。

九州大学病院の国際患者数は年々増加しており、訪日患

者についても、昨今の不安定な国際情勢の中にあっても

なお、治療を目的とした渡航受診患者が多く来院してい

る。 IPAC では、特に海外から来日する国際患者の受入れ

に関する相談・調整や、院内における安全な受入体制の

構築に注力した。また、希少言語対応を必要とする患者

の増加を踏まえ、通訳タブレット端末の増設を行った。

新型コロナ収束後の急激な訪日外国人旅行客増加に伴い、

日本の公的保険をもたない旅行客の医療機関緊急受診も

増加している。高額未収を含む様々な課題に対応するた

2019 2020 2021 2022 2023 2024 20252019 2020 2021 2022 2023 2024 2025

IPAC業務実績
（2019-2025 年度）

外来 国際患者数（延べ）
（2019-2025 年度）
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かつ円滑に受け入れるための九州大学病院内環境および

体制を見直す重要な機会と位置づけている。今回の更新

にあたっては、主な対象であった眼科の外来および病棟

をはじめ、検査部、放射線部、栄養管理室、患者サービ

ス課などの関係部署と連携し、各種マニュアルや同意書、

ホームページの更新を行った。さらに、新たな取り組み

として、異文化理解に関する啓発活動や、外国人患者対

応に関する全職種対象のアンケート調査を実施し、その

内容をJMIP認定調査員に共有した。JMIP 審査時に得られ

た助言や意見を踏まえ、九州大学病院全体で課題や改善

点の認識を深め、今後の体制整備に活かしていく。 

得するには多くの時間と経験を必要としていた。この特

殊な状況を理解し学ぶためには高い臨場感、立体感、没

入感のある360度映像が効果的である。これまで看護学生

向けの教材を制作し実際に使ったところ、実習に向かう

心の準備と手術室内の器材の配置やスタッフの位置関係

の理解が向上した[1]。看護学生の実習前の不安を軽減し、

現場への深い理解を促すことにつながった。また、内視

鏡映像と医師の手元の映像をPinP（Picture in Picture）で

合成するなど、様々な視点を全天球映像に埋め込むこと

で、より効率の良い内視鏡教材も制作した（写真右下）。

映像表現の工夫を重ね、さらに充実した医療教材の制作

につなげていく。

め、診療科や関連部署と協議のうえ、訪日患者時間外受

診に関わる対応方針を定め、6 月より運用を開始した。

対応フローや取得すべき文書、保険がない場合の医療費

概算例を九州大学病院内 HP に掲示し、活用を推進して

いる。

¹º»�� ��� ²��� ���� À������=<;.���� ��� ²������G���

[1] Nagayoshi K, Hisada Y, Kudo K, et al., Nurse Education Today. 2026; 158: 106944
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